
1.  はじめに

日本では地上波デジタル放送方式としてUHF帯の470～590

MHz周波数を使用して OFDM（Orthogonal Frequency

Division Multiplex）を用いた ISDB-T（Terrestrial Integrated

Service Digital Broadcasting）が導入される予定である。

しかしながら，我が国の基幹局送信アンテナをデジタル化す

る際の課題の一つとしてデジタル用アンテナを取り付けるスペ

ースが限定された条件で，いかに最大偏差の小さい良好な水平

指向性を実現するかがあげられる。

そこで，我々は久保田等 1), 2)の検討した多面合成アンテナを

発展させ，2式の多面合成アンテナを同一平面に入れ子構造で

2.  多面合成アンテナの理論解析

図1に示すように半径Rの円周上に等閑 咎，θ

iは

θi＝{N－4(i－1)}π
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図8 水平指向性パターン
Horizontal radiation patterns


